
Title 新出土資料関係文献提要（十五）

Author(s) 椛島, 雅弘

Citation 中国研究集刊. 2017, 63, p. 247-256

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/70156

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

二
四
七
︱
二
五
六
頁

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
夜
号
（
第
六
十
一
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
四
）」
の
続
編
で

あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
書
物
を
中
心
に
取

り
上
げ
る
。
以
下
、「
原
釈
文
」「
工
具
書
」「
研
究
書
（
中
文
書
）」

「
研
究
書
（
和
書
）」
の
四
つ
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
。

原
釈
文

『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
伍
）』（
北
京
大
学
出
土
文
献
研

究
所
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
、
二
三
九

頁
、
縦
組
繁
体
字
）

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）
の
図
版
（
写
真
版
）
と

釈
文
考
釈
と
を
収
載
し
た
書
。
本
書
は
そ
の
第
五
分
冊
に
あ
た

る
。
収
録
文
献
は
、『
節
』・『
雨
書
』・『
揕
輿
』・『
荊
決
』・『
六

博
』
の
五
文
献
で
あ
る
。

『
節
』
の
整
理
者
は
陳
侃
理
氏
。
六
十
六
枚
現
存
す
る
（
綴
合

後
は
五
十
四
枚
）。
簡
長
は
二
十
九
・
八
～
三
〇
・
〇
セ
ン
チ
、

幅
〇
・
八
～
〇
・
九
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
竹
簡
背
面
に
劃
痕
が

見
ら
れ
る
。
全
二
十
章
。
内
容
は
、
陰
陽
・
刑
徳
の
原
理
、
及
び

そ
れ
ら
に
関
連
す
る
政
事
・
軍
事
の
吉
凶
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
三
簡
の
背
面
に
篇
題
の
「
節
」
の
文
字
が
見
え
る
。「
節
」

は
、「
時
節
」
の
意
味
で
あ
る
。
第
一
章
と
第
二
章
は
、
二
分

（
春
分
・
秋
分
）、
二
至
（
夏
至
・
冬
至
）、
四
立
（
立
春
・
立

夏
・
立
秋
・
立
冬
）
を
用
い
て
、
一
年
を
八
つ
の
時
節
に
分
け
て

い
る
。
一
時
節
あ
た
り
四
十
六
日
で
あ
り
、『
管
子
』
軽
重
己
・

『
淮
南
子
』
天
文
訓
・『
礼
記
』
月
令
篇
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
・
三
・
四
・
八
・
九
・
十
章
は
、
お
お
よ
そ
陰

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
五
）

椛
島
雅
弘
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陽
・
刑
徳
の
運
行
と
、
人
事
の
吉
凶
が
対
応
す
る
こ
と
を
述
べ
て

お
り
、
典
型
的
な
陰
陽
時
令
説
で
あ
る
。

一
方
、
第
五
・
六
・
七
章
は
や
や
特
殊
で
、
行
軍
作
戦
の
法
則

に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
兵
陰
陽
家
」
に

帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
雨
書
』
の
整
理
者
は
陳
蘇
鎮
氏
。
竹
簡
の
残
欠
は
や
や
深
刻

で
あ
る
。
七
十
一
簡
現
存
す
る
（
綴
合
後
は
四
十
五
簡
）
が
、
竹

簡
背
面
の
劃
痕
か
ら
判
断
す
る
と
、
若
干
の
欠
簡
が
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
簡
長
は
三
十
二
・
一
～
三
十
二
・
二
セ
ン
チ
、
幅

〇
・
八
～
〇
・
九
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
満
写
簡
に
は
三
十
六
～

三
十
九
字
書
か
れ
て
い
る
。
第
二
簡
の
背
面
の
上
部
に
篇
題
で
あ

る
「
雨
書
」
の
文
字
が
見
え
る
。

総
文
字
数
は
約
一
三
〇
〇
字
。
前
半
部
は
、
月
ご
と
に
章
が
分

か
れ
て
お
り
、
八
月
・
十
一
月
・
十
二
月
以
外
の
月
に
は
一
～
三

枚
分
の
欠
損
が
見
ら
れ
る
。
二
十
八
宿
を
日
付
に
対
応
さ
せ
る
と

い
う
形
式
を
と
り
、
何
日
に
「
雨
」「
小
雨
」「
大
雨
」
と
い
っ
た

気
象
が
起
こ
る
と
災
異
が
起
こ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
例
え

ば
、「
二
月
朔
奎
、
雨
。
不
雨
、
七
月
雨
霜
。（
二
月
朔
奎
、
雨
ふ

る
。
雨
ふ
ら
ざ
れ
ば
、
七
月
雨
霜
ふ
る
。）」
の
よ
う
に
、
二
月
の

「
朔
奎
」（
一
日
を
指
す
）
に
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、
七
月
に
雨
や

霜
が
降
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
占
辞
を
下
す
。

後
半
部
は
、
上
下
二
段
に
分
欄
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
上
段
は
、

十
二
支
を
用
い
て
日
に
ち
を
表
し
、「
某
日
に
雨
が
降
れ
ば
、
某

日
に
晴
れ
る
」
の
よ
う
に
占
う
。
下
段
は
、
占
い
の
内
容
に
多
様

性
が
見
ら
れ
、
雨
だ
け
で
な
く
、
風
や
雷
か
ら
占
辞
を
下
す
も
の

も
存
在
す
る
。

『
揕
輿
』
の
整
理
者
は
陳
侃
理
氏
。
七
十
九
枚
現
存
す
る
。（
綴

合
後
は
七
十
四
枚
）
簡
長
は
、
二
十
九
・
四
～
二
十
九
・
七
セ
ン

チ
、
幅
は
〇
・
八
～
〇
・
九
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、
竹
簡
背
面
に

劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
第
三
簡
の
背
面
に
「
揕
輿
第
一
」
の
文
字
が

見
え
、
こ
こ
か
ら
篇
題
が
決
定
さ
れ
た
。
総
文
字
数
は
約
二
〇
〇

〇
字
。
神
煞
の
運
行
に
関
す
る
表
や
、
神
煞
を
用
い
た
占
い
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
占
術
の
事
例
を
複
数
挙
げ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
揕
（
堪
）
輿
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、『
揕
輿
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
揕
輿
の
形
成
・
発
展
過
程
に
関
す
る
研
究
が
大
き
く
進

展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、『
揕
輿
』
に
お
け
る
占
術
の
事
例
は
、
す
べ
て
戦
国
時

代
の
楚
国
の
も
の
で
あ
り
、
昭
甲
・
令
尹
子
春
を
は
じ
め
と
す
る

楚
国
の
重
臣
や
、
楚
王
の
名
、
楚
国
の
地
名
が
見
え
る
。
こ
の
こ

と
は
、
揕
輿
の
術
と
楚
文
化
に
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
示
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す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
戦
国
期
の
楚
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
。
た
だ
し
、
篇
中
の
一
部
内
容
は
、
後

人
の
編
輯
整
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

な
お
、『
揕
輿
』
の
内
容
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
と

近
く
、
そ
の
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

『
荊
決
』
の
整
理
者
は
李
零
氏
。
三
十
九
枚
現
存
す
る
。（
綴
合

後
は
三
十
三
枚
）
第
二
簡
の
背
面
に
は
、
篇
題
で
あ
る
「
荊
決
」

の
文
字
の
他
、
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。「
荊
」
は
楚
、「
決
」
は
「
訣

（
秘
術
）」
の
意
味
で
あ
り
、
楚
地
に
お
け
る
筮
占
の
要
訣
を

説
く
。

『
荊
決
』
の
占
法
は
、
算
筹ち

ゅ
う（

計
算
道
具
の
一
種
）
三
十
本
を

用
い
、
そ
の
束
を
無
造
作
に
上
・
中
・
下
の
三
つ
に
分
け
る
。
も

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
束
が
四
本
よ
り
多
け
れ
ば
、
残
り
四
本
以
下
に

な
る
ま
で
四
本
ず
つ
抜
い
て
い
き
、
残
っ
た
算
筹
を
用
い
る
。
も

し
四
本
よ
り
少
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
の
本
数
で
占
う
。
爻
は
三

つ
に
分
か
れ
、
上
は
横
、
中
は
縦
、
下
は
横
に
表
示
し
、
三
つ
の

爻
か
ら
卦
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
卦
は
、
十
干
十
二
支
に

対
応
し
て
い
る
。
占
辞
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
占
辞
を
述
べ
た

後
、
末
尾
に
吉
凶
の
占
断
が
述
べ
ら
れ
る
。
現
在
、
合
計
で
十
六

種
の
卦
象
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、『
荊
決
』
の
内
容
は
、
北
大
漢
簡
『
日
書
』
や
、
敦
煌

文
献
『
周
公
卜
法
』
と
近
く
、
そ
の
関
係
性
が
注
目
さ
れ
る
。

『
六
博
』
の
整
理
者
は
陳
侃
理
氏
。
五
十
四
枚
現
存
す
る
。（
綴

合
後
は
三
十
九
枚
）
簡
長
は
二
十
九
・
八
～
三
〇
・
〇
セ
ン
チ
。

竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
第
三
簡
の
背
面
に
「
六
博
」
の

文
字
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
文
献
内
に
は
「
博
局
図
」（
遊
戯

盤
）
が
存
在
す
る
。

六
博
と
は
、
コ
マ
の
進
み
方
で
勝
敗
を
決
め
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

で
あ
り
、
或
い
は
物
事
の
吉
凶
を
判
断
す
る
占
術
で
あ
る
。
盤
上

で
コ
マ
が
動
く
道
を
「
博
道
」
と
呼
び
、
博
局
図
の
博
道
に
は
、

日
付
を
表
す
六
十
干
支
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
博
局
図

の
後
は
占
文
部
分
で
あ
り
、「
病
」「
取
（
娶
）
婦
」
等
の
事
柄
に

関
す
る
吉
凶
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
占
う
際
に
は
、
占
う
日
付

と
、
投
げ
た
サ
イ
コ
ロ
が
存
在
す
る
位
置
に
よ
っ
て
、
事
柄
の
吉

凶
を
判
断
す
る
。

『
六
博
』
は
、
尹
湾
漢
簡
『
博
局
占
』
と
同
種
の
文
献
で
あ
る

一
方
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
大
漢
簡
『
日
書
』
の
中

に
も
六
博
に
関
す
る
情
報
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
比
較

検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
六
博
の
形
成
・
発
展
過
程
に
関
す
る
研

究
が
大
き
く
促
進
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
巻
末
に
は
、「
本
巻
所
収
竹
簡
一
覧
表
」
に
加
え
、
陳
侃
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理
氏
「
北
大
漢
簡
所
見
的
古
堪
輿
術
」、
同
上
「
漢
簡
《
揕
輿
》

中
的
楚
国
紀
年
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
壹
）』（
北
京
大
学
出
土
文
献
研

究
所
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
一
八
〇
頁
、

縦
組
繁
体
字
）

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）
の
図
版
（
写
真
版
）
と

釈
文
考
釈
と
を
収
載
し
た
書
。
本
書
は
そ
の
第
一
分
冊
に
あ
た

り
、『
蒼
頡
篇
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
蒼
頡
篇
』
は
、
完
整
簡
五
十
三
枚
、
残
簡
が
三
十
四
枚
現
存

し
、
綴
合
後
は
整
簡
六
十
三
枚
と
残
簡
が
十
八
枚
の
計
八
十
一
枚

と
な
る
。
簡
長
は
三
〇
・
二
～
三
〇
・
四
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・
九

～
一
・
〇
セ
ン
チ
。
三
道
編
綫
。
右
契
口
が
見
ら
れ
る
他
、
契
口

付
近
に
編
縄
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
竹
簡
背
面
に
劃
痕

が
見
ら
れ
る
。
総
文
字
数
は
一
三
三
七
字
。
字
体
は
、
隷
書
体
だ

が
、
小
篆
の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。
満
写
簡
に
は
二
十
字
書
か
れ
て

い
る
。

『
蒼
頡
篇
』
は
、
こ
れ
ま
で
北
大
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
以
外
に
も

出
土
し
て
い
る
が
、
ど
の
『
蒼
頡
篇
』
も
、
四
字
一
句
の
構
成
や

二
句
ご
と
に
押
韻
し
て
い
る
等
、
内
容
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ

る
。
一
方
で
、
北
大
漢
簡
本
は
、
他
の
出
土
本
と
比
べ
て
保
存
状

態
が
良
好
で
あ
り
、
今
回
は
じ
め
て
同
一
の
韻
部
に
複
数
の
章
が

存
在
す
る
ケ
ー
ス
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
大
漢
簡
本
は
、
章

題
を
複
数
の
竹
簡
に
跨
い
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

北
大
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
字

学
・
音
韻
学
の
研
究
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
巻
末
に
は
、「
北
大
蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
一
覧
表
」
に
加

え
、「
北
大
蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
非
常
用
字
現
代
音
注
」、「
北
大

蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
与
其
他
出
土
簡
本
対
照
表
」、「
未
見
北
大
簡

本
《
蒼
頡
篇
》
簡
文
集
録
」、
朱
鳳
瀚
氏
「
北
大
蔵
漢
簡
《
蒼
頡

篇
》
的
新
啓
示
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
叁
）』
上
、
下
（
北
京
大
学
出
土

文
献
研
究
所
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
三
〇

二
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）
の
図
版
（
写
真
版
）
と

釈
文
考
釈
と
を
収
載
し
た
書
。
本
書
が
そ
の
第
三
分
冊
に
あ
た

る
。
収
録
文
献
は
、『
周
馴
』・『
趙
正
書
』・『
儒
家
説
叢
』・『
陰

陽
家
言
』
の
四
文
献
で
あ
る
。

『
周
馴
』
の
整
理
者
は
韓
巍
氏
・
閻
歩
克
氏
。
分
量
は
、
完
整

簡
と
残
簡
を
併
せ
て
二
一
九
枚
（
綴
合
後
は
完
整
簡
二
〇
六
枚
と

残
簡
五
枚
）。
そ
の
他
、『
周
馴
』
本
文
と
綴
合
さ
せ
る
こ
と
が
難
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し
い
が
、
書
体
の
観
点
か
ら
『
周
馴
』
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る

残
簡
六
枚
が
篇
末
に
附
さ
れ
て
い
る
。

完
整
簡
の
簡
長
は
三
〇
・
二
～
三
〇
・
五
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・

八
～
一
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、
契
口
が
存
在
す
る
（
右
契
口
）。

竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
文
字
は
成
熟
し
た
漢
隸
に
属

し
、
北
大
漢
簡
の
中
で
は
抄
写
が
遅
い
部
類
に
入
る
。
満
写
簡
は

二
十
四
～
二
十
八
字
書
か
れ
て
い
る
。
第
二
簡
の
背
面
上
部
に
篇

題
で
あ
る
「
周
馴
」
の
文
字
が
見
え
る
。
ま
た
、
第
二
一
一
簡
の

下
部
に
「
大
凡
六
千
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
そ
の
書
体
は
草
書

に
近
く
、
本
文
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
一
方
、
現
存
す
る
『
周

馴
』
は
約
五
千
字
で
あ
り
、
千
字
近
く
欠
損
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

内
容
は
、
周
の
昭
文
公
が
龏
（
共
）
太
子
に
訓
戒
す
る
と
い
う

形
式
を
と
り
、
古
代
聖
主
賢
君
の
故
事
を
通
じ
て
国
を
治
め
る
君

の
道
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
故
事
の
中
に
は『
呂
氏
春
秋
』・

『
説
苑
』
と
同
様
の
内
容
が
存
在
す
る
。

ま
た
、『
漢
書
』
芸
文
志
・
諸
子
略
道
家
類
に
は
「『
周
訓
』
十

四
篇
」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
北
大
漢
簡
『
周
馴
』
と
の
関
係
性

が
注
目
さ
れ
る
。

『
趙
正
書
』
の
整
理
者
は
趙
化
成
氏
。
第
二
簡
背
面
の
上
部
に
、

篇
題
で
あ
る
「
趙
正
書
」
の
文
字
が
見
え
る
。
現
存
す
る
竹
簡
は

五
十
二
枚
（
綴
合
後
は
完
整
簡
四
十
六
枚
と
残
簡
四
枚
）
で
、
欠

損
は
少
な
い
。

完
整
簡
の
簡
長
は
三
〇
・
二
～
三
〇
・
四
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・

八
～
一
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、
契
口
が
存
在
す
る
（
右
契
口
）。

竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
満
写
簡
は
二
十
八
～
三
十
二
文

字
書
か
れ
て
お
り
、
総
文
字
数
は
一
五
〇
〇
字
ほ
ど
。
字
体
は
漢

隷
に
近
い
。

『
趙
正
書
』
の
「
趙
正
」
は
秦
の
始
皇
帝
で
あ
り
、
内
容
は

始
皇
帝
の
第
五
次
巡
行
の
途
中
で
病
死
し
て
か
ら
、
胡
亥
が
他
の

公
子
・
大
臣
を
誅
殺
し
て
位
を
継
ぎ
、
秦
が
滅
亡
す
る
ま
で
の

過
程
を
記
す
。
し
か
し
、
そ
の
記
録
の
重
点
は
、
始
皇
帝
臨
終
前

の
李
斯
と
の
対
話
、
李
斯
の
言
論
、
子
嬰
の
諫
言
等
に
置
か
れ
て

い
る
。
ま
た
篇
末
に
は
、
著
者
の
評
論
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
は
胡
亥
が
国
を
滅
ぼ
し
た
原
因
が
「
不
聴
諫
」
だ
と
強
調
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
叙
述
法
は
、
戦
国
時
代
に
流
行
し
た
「
語
」

類
の
古
書
に
近
い
。
成
書
年
代
は
、
字
体
や
語
句
・
語
法
か
ら
、

前
漢
早
期
だ
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
趙
正
書
』
の
内
容
は
、『
史
記
』
の
記
事
と
類
似
す
る
一
方

で
、
内
容
が
か
な
り
異
な
る
部
分
も
存
在
し
て
お
り
、
注
目
さ

れ
る
。
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『
儒
家
説
叢
』
の
整
理
者
は
朱
鳳
瀚
氏
・
陳
侃
理
氏
。
十
一
枚

現
存
し
、
そ
の
内
完
整
簡
は
六
枚
、
残
簡
が
三
枚
で
、
合
計
九
枚

で
あ
り
、
原
書
の
一
部
分
の
み
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

簡
長
は
三
〇
・
一
～
三
〇
・
三
セ
ン
チ
、
幅
は
約
〇
・
八
セ
ン

チ
。
竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
篇
題
は
見
ら
れ
な
い
。

三
章
に
分
か
れ
、
内
容
は
『
晏
子
春
秋
』・『
説
苑
』・『
韓
詩
外

伝
』・『
孔
子
家
語
』
等
の
伝
世
文
献
に
類
似
す
る
。
内
容
は
お
お

よ
そ
儒
家
の
言
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
儒
家
説
叢
』
と
仮
称
さ

れ
た
。

『
陰
陽
家
言
』
の
整
理
者
は
朱
鳳
瀚
氏
・
陳
侃
理
氏
。
十
七
枚

現
存
し
、
完
整
簡
の
簡
長
は
二
十
九
・
五
～
二
十
九
・
六
セ
ン

チ
、
幅
は
〇
・
九
セ
ン
チ
。
綴
合
後
は
十
二
枚
と
な
る
が
、
竹
簡

に
は
欠
損
が
多
い
。
竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。

文
章
は
押
韻
し
て
い
る
。
内
容
は
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
部
分
は
、
天
神
感
応
に
つ
い
て
講
じ
て
お
り
、
時
令
に

違
反
し
た
政
治
や
、
君
主
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な
天
災
を
引
き
起

こ
す
の
か
論
述
す
る
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
人
君
不
善
之
応
』
と

語
句
が
一
部
共
通
し
て
い
る
。
第
二
部
分
は
、
四
時
と
「
改
火
」

が
関
係
が
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
天
時
に
順
応
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
る
。
第
三
部
分
は
、
天
気
と
地
気
が
ど
の
よ
う
に
し
て
風
・

雨
・
霧
と
い
っ
た
自
然
現
象
を
起
こ
す
の
か
述
べ
る
。

な
お
巻
末
に
は
、「
本
巻
所
収
竹
簡
一
覧
表
」
に
加
え
、
韓
巍

氏
「
西
漢
竹
書
《
周
馴
》
若
干
問
題
的
探
討
」、
趙
化
成
氏
「《
趙

正
書
》
与
《
史
記
》
相
関
記
載
異
同
之
比
較
」
の
両
論
文
が
附
さ

れ
て
い
る
。

工
具
書

『
簡
帛
書
実
用
字
典
』（
鄭
暁
華
著
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二

〇
一
五
年
五
月
、
三
八
七
頁
、
縦
組
簡
体
字
）

簡
帛
資
料
の
字
典
。
戦
国
簡
（
楚
簡
）・
秦
簡
・
漢
簡
・
帛
書

の
文
字
写
真
を
載
せ
る
。「
拼
音
索
引
」
と
「
筆
画
索
引
」
の
二

種
類
の
索
引
が
存
在
す
る
。

一
般
的
に
、
簡
帛
関
係
の
字
典
は
、
駢
宇
鶱
編
『
銀
雀
山
漢
簡

文
字
編
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
李
学
勤
主
編
・
沈
建

華
・
賈
連
翔
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
【
壹
―
叁
】』（
中
西
書

局
、
二
〇
一
四
年
）
の
よ
う
な
竹
簡
群
ご
と
の
字
典
か
、
湯
餘
恵

主
編
『
戦
国
文
字
編
（
修
訂
本
）』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
）
の
よ
う
な
、
時
代
別
の
字
典
が
主
流
で
あ
る
。

一
方
本
書
は
、
引
か
れ
て
い
る
例
は
多
く
な
い
も
の
の
、
竹
簡

の
種
類
や
時
代
と
い
っ
た
区
分
を
設
け
ず
に
収
録
し
て
い
る
と
い

う
点
で
有
用
で
あ
る
。
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研
究
書
（
中
文
書
）

『
戦
国
竹
書
形
制
及
相
関
問
題
研
究
―
以
清
華
大
学
蔵
戦

国
竹
簡
為
中
心
』（
賈
連
翔
著
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
十

月
、
二
九
〇
頁
、
横
組
繁
体
字
）

竹
簡
の
形
制
及
び
劃
痕
、
符
号
、
編
号
、
書
法
、
工
具
、
整

理
、
保
存
に
つ
い
て
考
察
し
た
書
。「
清
華
簡
《
繋
年
》
与
古
史

新
探
研
究
叢
書
」
の
一
つ
。「
緒
論
篇
」「
修
治
篇
」「
繕
写
篇
」

「
整
理
篇
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

「
緒
論
篇
」
は
第
一
章
「
古
代
書
籍
形
式
的
演
進
」、
第
二
章

「
先
秦
竹
書
大
観
」、
第
三
章
「
竹
書
制
度
的
研
究
与
意
義
」
か
ら

成
る
。
第
一
章
で
は
、
書
写
材
料
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
述
べ

る
。
第
二
章
で
は
、
竹
簡
の
出
土
に
つ
い
て
、
漢
代
の
孔
壁
書
か

ら
、
近
代
出
土
の
信
陽
楚
簡
を
経
て
、
近
年
発
見
さ
れ
た
上
博
楚

簡
・
清
華
簡
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
す
る
。
第
三
章
で
は
、

竹
簡
形
制
の
研
究
史
を
四
段
階
に
分
け
て
振
り
返
る
。

「
修
治
篇
」
は
、
第
四
章
「
戦
国
竹
書
的
取
材
及
特
性
」、
第
五

章
「
戦
国
竹
書
的
修
治
」、
第
六
章
「
簡
背
刻
劃
工
芸
的
発
現
与

研
究
」、
第
七
章
「
戦
国
竹
書
的
尺
寸
」
か
ら
成
る
。
第
四
章
で

は
、
竹
の
分
布
、
種
類
に
関
す
る
考
察
に
加
え
、
竹
の
年
代
測
定

法
（
い
わ
ゆ
る
炭
素
14
年
代
法
）
や
、
竹
の
含
水
率
に
関
す
る
論

述
が
見
ら
れ
る
。
第
五
章
で
は
、
竹
を
竹
簡
へ
加
工
す
る
際
の
道

具
や
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
六
章
で
は
、
近
年
特
に

注
目
さ
れ
る
劃
痕
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
つ
つ
分
類
し
、
ま
た

劃
痕
を
つ
け
る
課
程
や
そ
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
七
章
で

は
、
戦
国
簡
文
献
の
簡
長
を
ま
と
め
た
表
を
掲
げ
た
後
、
長
さ
別

に
分
類
し
考
察
す
る
。

「
繕
写
篇
」
は
、
第
八
章
「
文
字
的
繕
写
和
工
具
」、
第
九
章

「
文
字
佈
局
和
符
号
使
用
」、
第
十
章
「
書
手
字
迹
和
文
字
補
正
」、

第
十
一
章
「
次
序
編
号
与
題
記
」
か
ら
成
る
。
第
八
章
で
は
、
筆

や
墨
、
硯
等
の
工
具
に
関
す
る
考
察
を
行
う
他
、
竹
簡
に
書
写
す

る
際
の
筆
画
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
九
章
で
は
、
竹
簡
へ
筆
写

す
る
文
字
の
字
数
・
位
置
に
関
す
る
考
察
や
、
符
号
に
関
す
る
考

察
を
行
う
。
第
十
章
で
は
、
書
法
に
関
す
る
考
察
や
、
誤
写
し
た

際
の
修
正
作
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
十
一
章
で
は
、
主
に
清
華

簡
の
背
面
に
見
ら
れ
る
編
号
や
篇
題
に
注
目
す
る
。

「
整
理
篇
」
は
、
第
十
二
章
「
竹
書
的
収
捲
与
編
連
」、
第
十
三

章
「
竹
書
的
搶
救
与
保
護
」、
第
十
四
章
「
竹
書
図
像
的
獲
取
、

後
期
処
理
与
出
版
」
か
ら
成
る
。
第
十
二
章
で
は
、
竹
簡
に
裏
写

り
し
た
墨
迹
に
注
目
し
、
墨
迹
の
残
り
具
合
か
ら
、
元
々
ど
の
よ

う
に
竹
簡
が
巻
か
れ
て
い
た
の
か
再
現
す
る
。
第
十
三
章
で
は
、

清
華
簡
の
保
護
作
業
を
行
う
際
行
っ
た
方
法
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
第
十
四
章
で
は
、
清
華
簡
の
撮
影
か
ら
図
版
出
版
ま
で
の
課
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程
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

本
書
は
、
竹
簡
の
形
制
や
そ
の
周
辺
領
域
に
つ
い
て
、
具
体
例

を
多
く
挙
げ
、
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

研
究
書
（
和
書
）

『
戦
国
秦
漢
簡
牘
の
思
想
史
的
研
究
』（
中
村
未
来
著
、
大

阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
、
三
四
二
頁
、
縦
組
和

文
）上

博
楚
簡
・
清
華
簡
・
銀
雀
山
漢
簡
所
収
の
文
献
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
思
想
史
的
な
考
察
を
加
え
た
研
究
書
。
第
一
部
「「
上

海
博
物
簡
蔵
戦
国
楚
竹
書
」
の
研
究
」、
第
二
部
「「
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
」
の
研
究
」、
第
三
部
「「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
」
の
研

究
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第
一
部
「「
上
海
博
物
簡
蔵
戦
国
楚
竹
書
」
の
研
究
」
で
は
、

『
鄭
子
家
喪
』・『
成
王
既
邦
』
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
章
「
上
博

楚
簡
『
鄭
子
家
喪
』
の
検
討
」
で
は
、『
鄭
子
家
喪
』
の
釈
読
を

行
っ
た
後
、『
鄭
子
家
喪
』
の
内
容
を
『
左
伝
』・『
史
記
』
を
は

じ
め
と
す
る
伝
世
文
献
と
比
較
し
、
特
に
天
と
上
帝
・
鬼
神
と
の

関
係
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
そ
し
て
、『
鄭
子
家
喪
』
と
伝
世
文

献
と
で
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
上
博
楚
簡

中
に
含
ま
れ
る
他
の
楚
国
故
事
と
比
較
し
な
が
ら
、『
鄭
子
家
喪
』

が
楚
国
の
教
誡
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
第
二
章
「
上
博
楚
簡
、『
成
王
既
邦
』
の
検
討
」
で
は
、

『
成
王
既
邦
』
の
釈
読
を
行
っ
た
後
、
文
献
に
登
場
す
る
周
公
旦

の
言
説
―
特
に
「
天
子
の
正
道
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、

『
成
王
既
邦
』
の
周
公
旦
像
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文

献
が
戦
国
中
期
頃
、
周
公
旦
を
尊
崇
し
賢
者
へ
と
高
め
る
動
き
の

中
で
、
儒
者
に
よ
り
作
ら
れ
た
、
或
い
は
受
容
さ
れ
た
文
献
で
あ

る
と
予
想
す
る
。

第
二
部
「「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
」
の
研
究
」
で
は
、
清
華

簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』（
以
下
、
清

華
本
『
金
縢
』
と
略
記
）・『
傅
説
之
命
（
説
命
）』・『
尹
誥
』
を

取
り
上
げ
る
。
第
一
章
「『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志

（
金
縢
）』
の
検
討
」
で
は
、
清
華
本
『
金
縢
』
の
釈
読
を
行
っ
た

後
、
清
華
本
『
金
縢
』
と
今
本
『
尚
書
』
金
縢
を
比
較
す
る
。
そ

し
て
、
両
篇
の
成
立
に
は
、
周
公
旦
の
封
じ
ら
れ
た
魯
国
の
人
々

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
「
清
華
簡
『
傅
説

之
命
』（
説
命
）
の
文
献
的
特
質
―
天
の
思
想
を
中
心
に
」
で
は
、

清
華
本
『
傅
説
之
命
』
と
『
尚
書
』
説
命
を
比
較
し
た
後
、『
傅

説
之
命
』
に
見
え
る
「
天
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
「
清

華
簡
『
尹
誥
』
に
お
け
る
呼
称
表
記
の
検
討
」
で
は
、『
尹
誥
』

を
中
心
と
し
て
、
伝
世
文
献
や
他
の
清
華
簡
に
見
え
る
伊
尹
の
呼
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称
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
伊
尹
を
「
伊
摯
」
と
表
記
す

る
こ
と
は
、
南
方
の
文
献
に
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
尹
誥
』

も
南
方
（
楚
）
と
関
わ
り
の
深
い
文
献
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

す
る
。

第
三
部
「「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
」
の
研
究
」
で
は
、
銀
雀
山
漢

簡
「
兵
之
恒
失
」・「
五
議
」
を
取
り
上
げ
る
。
第
一
章
「
銀
雀
山

漢
簡
「
兵
之
恒
失
」
小
考
」
で
は
、「
兵
之
恒
失
」
を
釈
読
し
た

後
、
そ
の
内
容
・
構
成
が
『
孫
子
』・『
孫
臏
兵
法
』
と
近
似
す
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
章
「
銀
雀
山
漢
簡
「
五
議
」
小
考
」
で

は
、「
五
議
」
を
釈
読
し
た
後
、
内
容
を
分
析
し
、「
五
議
」
が
道

家
や
儒
家
、
兵
陰
陽
家
等
の
枠
に
縛
ら
れ
な
い
、
現
実
的
視
点
か

ら
国
策
を
論
じ
る
文
献
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

本
書
は
、
時
代
性
、
学
派
、
地
域
性
に
つ
い
て
限
定
す
る
こ
と

な
く
文
献
を
取
り
上
げ
、
広
大
な
視
点
か
ら
古
代
中
国
思
想
史
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
点
に
特
徴
が
存
在
す
る
。
な
お
末
尾
に
は
、
出

土
文
献
の
用
語
解
説
等
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
戦
国
縦
横
家
書　

馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
』（
大
西

克
也
・
大
櫛
敦
弘
著
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
、
二
五

〇
頁
、
縦
組
和
文
）

馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
。
本
書
は
、
馬

王
堆
漢
墓
帛
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
を
取
り
上
げ
、「
解
題
」
と

「
訳
注
」
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、「
解
説
」
に
沿
っ

て
、『
戦
国
縦
横
家
書
』
に
つ
い
て
簡
略
に
紹
介
す
る
。

『
戦
国
縦
横
家
書
』
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
に
外
交
で
活
躍
し

た
人
々
の
書
簡
や
故
事
を
集
め
た
文
献
で
あ
り
、
内
容
の
中
に
は

『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』
に
類
似
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。
標
題

は
な
く
、
内
容
か
ら
『
戦
国
縦
横
家
書
』
と
命
名
さ
れ
た
。

全
二
十
七
章
の
う
ち
、
十
一
章
は
伝
世
文
献
と
同
内
容
の
記
事

が
見
え
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
佚
文
は
十
六

章
に
の
ぼ
る
。
佚
文
が
史
料
と
し
て
多
大
の
価
値
を
有
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
共
通
す
る
内
容
に
つ
い
て
も
、
相
互
の
比
較
・
検

討
に
お
い
て
貴
重
な
史
料
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
内
容
や
形
式
か
ら
三
部
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

『
竹
簡
学
入
門
―
楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て
』（
陳
偉
著
、
湯

浅
邦
弘
監
訳
、
草
野
友
子
・
曹
方
向
訳
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
六

年
十
二
月
、
二
一
六
頁
、
縦
組
和
文
）

陳
偉
氏
の
『
楚
簡
冊
概
論
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
二

年
）
の
総
論
に
該
当
す
る
部
分
で
あ
る
緒
論
と
第
一
章
、
第
二

章
、
第
八
章
、
第
九
章
を
翻
訳
し
、
全
四
章
に
再
編
し
た
書
。
内
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容
は
、
楚
簡
を
中
心
と
し
た
竹
簡
に
関
す
る
概
説
で
あ
る
。

第
一
章
「
楚
簡
の
基
礎
知
識
」
で
は
、
楚
簡
の
定
義
、
楚
簡
を

含
め
た
簡
牘
の
種
類
・
形
態
、
ま
た
書
写
形
式
に
つ
い
て
、
実
際

の
写
真
を
挙
げ
な
が
ら
解
説
す
る
。

第
二
章
「
発
見
と
研
究
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
楚
簡

に
つ
い
て
、
地
域
別
（
湖
南
省
、
湖
北
省
、
河
南
省
）
に
紹
介
す

る
と
共
に
、
出
土
地
不
明
で
骨
董
市
場
か
ら
購
入
・
収
蔵
さ
れ
た

楚
簡
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

第
三
章
「
整
理
と
解
読
」
で
は
、
簡
牘
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、

そ
の
整
理
方
法
・
過
程
や
、
テ
キ
ス
ト
の
復
原
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
ま
た
、
楚
簡
を
ど
の
よ
う
に
解
読
す
る
の
か
、「
字
形
」
と

「
文
例
」
と
い
う
点
か
ら
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
他
、
綴

合
（
残
簡
同
士
を
接
合
し
て
復
原
す
る
こ
と
）、
編
聯
（
竹
簡
を

配
列
す
る
こ
と
）、
篇
章
の
分
合
に
つ
い
て
、
実
例
を
複
数
挙
げ

な
が
ら
述
べ
る
。

第
四
章
「
出
土
文
献
の
研
究
」
で
は
、
竹
簡
資
料
の
中
で
最
も

ま
と
ま
り
の
あ
る
「
文
献
（
典
籍
）」
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を

取
り
上
げ
、『
漢
書
』
芸
文
志
の
図
書
分
類
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
。

紹
介
は
、
特
に
文
献
の
編
纂
時
期
及
び
地
域
性
に
注
目
し
て

い
る
。

ま
た
、
末
尾
に
「
用
語
解
説
」
が
附
さ
れ
、
本
文
中
で
用
い
ら

れ
る
専
門
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

本
書
は
、
楚
簡
の
内
容
概
説
に
留
ま
ら
ず
、
整
理
・
釈
読
の
方

法
に
つ
い
て
、
文
字
の
隷
定
か
ら
綴
合
・
編
聯
ま
で
、
多
く
の
実

例
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
解
説
を
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
楚
簡
（
を
含
め
た
竹
簡
）
資
料
を
釈
読
し
て
い

け
ば
よ
い
か
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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